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◇ KDDI総研R&A 2006年9月第2号 

韓国のケータイゲーム事情  ～GPANG（KTF）とGXG（SKT） 

  記事のポイント

サマリー 

韓国のKTFとSKTは“次世代ケータイゲーム”といった位置付けのゲームサービ

スを昨年より開始している。特に、SKTは国内のゲームショウに自社のケータイ

ゲームサービスを出展するなど、サービスの露出を強化している。そこで本稿で

は、両社のサービス概要や専用端末などについてレポートする。 

主な登場者 KTF SKT  

キーワード モバイル コンテンツ ゲーム 

地 域 韓国 

執筆者 KDDI総研 第2市場分析室 齋藤 豪助（gosuke@kddi.com） 

 

１ 次世代ケータイゲームの登場 

日本で、かつて、ケータイゲームといえば、単なる暇つぶし的なゲームが多く、

認知度も利用度もいまひとつであった。ところが最近では、かつて家庭用ゲーム機

などで人気を博したゲームタイトルが忠実に移植されるなどし、通勤電車などでも

ケータイゲームに興じるユーザーの姿が頻繁に見かけられるようになってきた。 

韓国でも日本と同様、かつては、ケータイゲームといえば、データ容量や携帯電

話端末の機能の制約から、極めてシンプルなゲームが主流であった。しかしデータ

ARPUの向上やデータ料金の定額制 （脚注）の普及を狙う大手モバイルキャリアが“次

世代ケータイゲーム”の提供を開始することで、この流れが変わりつつある。 
 

 
（脚注）  
SKTは「NATEフリー」（月額14,000ウォン＝約1,700円）、KTFは「GPANGフリー」

（9,800ウォン＝約1,200円）といったケータイゲーム向けのデータ料金の定額プラン

を用意している。 
（換算率）100ウォン＝12.22円（2006年9月1日東京市場TTMレート） 
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携帯電話に高機能グラフィックチップを搭載し、ゲーム容量も100MB以上などに

拡大することで、家庭用ゲーム機並みのゲームが携帯電話で楽しめるよう進化して

きている。しかも、携帯電話端末を縦に持ち、親指中心で操作する日本のケータイ

ゲームとは違い、韓国では、【写真1】のように、Sonyの「PSP©」を思わせるよう

なスタイルをしたケータイゲーム専用端末が多数登場している。 

【写真1】韓国のケータイゲーム専用端末（端末名：サムスン電子SPH-G100、ゲーム名：Mr.Driller） 

 

 

 

 

 

（SKT「U-Zone」 （脚注１）にてKDDI総研撮影） 

2 モバイルキャリア直営のケータイゲーム配信サイト 

 こうした“次世代ケータイゲーム”は、韓国では『3Dゲーム』と一般的に呼ばれ

ており （脚注２）、KTFとSKTは2005年4月より、それぞれ「GPANG」、「GXG」という

名称のケータイゲーム配信サイトを運営している。ユーザーはこのサイトを通じて、

携帯電話ネットワーク経由、あるいはインターネット経由でゲームコンテンツを購

入することができる。 

ブロードバンドの普及が進んだ韓国では、携帯電話ネットワーク経由ではなく、

インターネット経由でゲームコンテンツをダウンロードし、その後USBケーブルで

パソコンと接続した携帯電話端末へゲームコンテンツを転送する方法が、一般的な

ゲームの購入方法となっている。 

 

 
（脚注１）  
「U-Zone」とは、SKTが2005年8月に仁川国際空港内に開設したフラグシップショッ

プの名称である。「U-Zone」では、SKTの各種サービスや端末を直接手にとって体験

することができる。 

（脚注２）  
『3Dゲーム』といっても、赤と青の3Dメガネをかけることで画像が飛び出して見える

といった意味ではなく、従来のケータイゲームと比較すると、立体的かつリアルなゲ

ームであるという意味合いでこの名称が使用されている。 
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 ちなみに、ゲームコンテンツの価格は、1,500ウォン（約200円）～7,000ウォン（約

約900円）が中心の価格帯となっており、日本のケータイゲームとほぼ同じか、若干

高めといったところである。中には、12,000ウォン（約1,500円）といった高額のゲ

ームコンテンツも存在する。 

【図表1】GXG、GPANGのサービス概要（2006年5月現在） 

キャリア名 KTF SKT 

 

サービス名 

 

GPANG（ジパング） 

 

GXG（ジー・エックス・ジー） 

 

サービス開始時期 2005年4月11日 2005年4月4日 

対応端末数 

2機種 

・KV3600（LG電子） 

・SPH-G1000（サムスン電子） 

7機種 

・SV360（LG電子） 

・SCH-G100（サムスン電子） 

・IM-8300（Pantech & Curitel） 

・PH-S6000（Pantech & Curitel） 

・PH-S6500（Pantech & Curitel） 

・MS-550（Motorola） 

ゲームタイトル数 52タイトル 55タイトル 

（各社のホームページをもとにKDDI総研作成） 

3 サービスに対応する専用携帯電話端末 

『3Dゲーム』の対応端末としては、2006年5月現在、KTFが2機種、SKTが7機種

発売しており、主な端末としては【図表2】の機種を挙げることができる。 

注目に値するのは、かつて話題を呼んだNokiaのゲーム専用携帯電話端末

「N-Gage©」のように、ゲームに特化しすぎていない点である （脚注１）。 

すべての『3Dゲーム』対応端末はSonyの携帯型ゲーム機「PSP©」のように端末

を横向きにし、あたかもゲーム専用機であるかのごとく使用することができ、ゲー

 

 
（脚注１）  
「N-Gage」は、Nokiaによる初の本格ゲーム機能付携帯電話端末の名称である。鳴り

物入りで登場し、注目を浴びた割には、ゲームに特化しすぎたため、使い勝手が悪く

あまり市場に受け入れらなかった経緯がある。「N-Gage©」の詳細については、KDDI
総研R&A（2003年11月号）「Nokia、GAMEBOY ADVANCE型の新型携帯電話端末で携

帯電話とゲームの融合を狙う」（中村、齋藤）を参照されたい。 
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ム使用時の操作性が考慮されている。しかし、いざ携帯電話として使用する際には、

端末のスライドを開き、縦向きに持つことで、通常の携帯電話となんら変わらぬ大

きさと使い勝手が保持される形状となっている。 

この他、高画素数のデジタルカメラ機能やMP3機能なども搭載することで端末自

体の付加価値を高め、ゲーム目当てでないユーザーも取り込むことも可能な端末の

仕上がりとなっている。 

 このように韓国のケータイゲーム用端末は、ゲームの専用端末でありながらも、

ゲームに特化し過ぎることなく、その他の付加機能も充実させることで、幅広いユ

ーザー層を取り込める可能性を秘めている。この点が、ユーザーのみならず、キャ

リアや端末メーカーにとっても魅力があるのではないかと思われる （脚注２）。 

【図表2】サービス対応の主要端末 
サービス名 

（キャリア名） 

『GPANG』 

（KTF） 

『GXG』 

（SKT） 

端末画像 

     

機種名 

（メーカー名） 

SPH-G1000 
（サムスン電子） 

SCH-G100 
（サムスン電子）

SKY-IM8300 
（Pantech&Curitel）

LG-SV360 
(LG 電子) 

PH-S6000 
（Pantech&Curitel）

特記事項 

・113（L）×55（W)  

 ×28（H） 

・2.2 インチ QVGA 

  液晶画面 

・148g 

・130 万画素カメラ 

 搭載 

・内部メモリー： 

  容量 44MB 

・TV 出力可能 

・113（L）×55（W)

  ×28（H） 

・2.2 インチ QVGA  

液晶画面 

・148g 

・130 万画素カメラ

  搭載 

・内部メモリー： 

  容量 44MB 

・TV 出力可能 

・108.4（L）×49.2 

  （W）×25.5（H） 

・2.2 インチ QVGA 

  液晶画面 

・141.17g 

・200 万画素カメラ

  搭載 

・MP3 搭載 

・内部メモリー： 

  容量 70MB 

・109（L）×51（W）×25  

（H） 

・2.2 インチ QVGA 液晶

画面 

・150g 

・130 万画素カメラ搭載 

・MP3 搭載 

・TV 出力可能 

・IC レコーダー機能 

・内部メモリー：32MB 

・ステレオスピーカー 

・100（L）×47.8 

  （W）×22.8（H） 

・2 インチ QVGA 液晶

  画面 

・116g 

・130 万画素カメラ 

  搭載 

・Bluetooth 機能搭 

  載 

（各社のホームページをもとにKDDI総研作成） 
 

 
（脚注２）  
Telecom Korea（http://www.krtele.com）の記事（2006年2月9日）によると、2005年
12月末現在、GPANG（KTF）向けの端末は全2機種で合計7万2,000台、GXG（SKT）
向けの端末は全7機種で合計32万台販売されたという。端末ごとの内訳は不明であるが、

Pantech & Curitel（韓国大手携帯電話端末メーカー）の担当者（プロダクト企画、技

術企画）は、「携帯電話の普及が飽和点に近づいている韓国では近年、10万台以上の販

売実績があれば成功といえる傾向にあり、その点を踏まえると、『3Dゲーム』対応端

末の販売実績はまずまずの成功と考えていいだろう」と語っていた（KDDI総研のイン

タビューによる）。 
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【コラム①】 「TV-OUT」機能 

 韓国の『3Dゲーム』対応端末には、「TV-OUT」という機能を搭載した機種が発

売されている。この機能は、携帯電話端末と家庭用のテレビを専用ケーブルで接続

することで、家庭用のテレビでケータイゲームを楽しむことができる機能である。 

 【写真2】は、実際に、「TV-OUT」機能を利用し、家庭用のテレビでケータイゲ

ームを利用している様子である。GPANG（KTF）向けには、「SPH-G1000（サムス

ン電子）」、GXG（SKT）向けには、「LG-SV360（LG電子）」などの端末にこの機能

が搭載されている。こうした遊び方ができるのも、韓国のケータイゲームならでは

の魅力なのかもしれない。 

【写真2】「TV-OUT機能」を利用した様子 

 

 

 

 

 

（出典）GXGホームページ 

4 主なゲームのラインナップ 

 肝心のゲームのラインナップについては、「GPANG」が52タイトル、「GXG」が

55タイトルを提供しており（2006年5月現在）、日本のケータイゲームと比べると、

さほど多くのタイトルを揃えているとはいいがたい。しかしながら、両社とも、か

つてパソコンや「PlayStation©」などで人気のあったタイトルやオンラインゲームな

どを中心にゲームの開発・移植を進めており、“量よりも質”といった戦略で着実に

タイトル数を拡大しつつある。 

この他、「GPANG」、「GXG」の両サービスには共通して、日本でも馴染みのある

ゲームタイトルが数多くラインナップされており（【図表3】参照）、日本のケータイ
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ユーザーとしてみても是非試してみたいタイトルが揃っている （脚注）。 

 

【図表3】「GPANG」、「GXG」の主なゲームタイトル 

ゲーム画像 タイトル（ジャンル） 対応サービス 価格 

 

 

 

バイオハザード 
（アクション） 

12,000ウォン 
（約1,460円） 

 

 

 

真・三国無双 
（アクション） 

10,000ウォン 
（約1,210円） 

 

 

 

Ridge Racer 
（スポーツ） 

 

 

GPANG 

10,000ウォン 
（約1,210円） 

 

 

 

機動戦士ガンダム 

（アクション） 
7,500ウォン 
（約910円） 

 

 

 

EVANGELION 2 

（アクション） 
7,500ウォン 
（約910円） 

 

 

 

RAGNAROK 

（RPG） 

 

 

GXG 

7,000ウォン 
（約850円） 

（各社のホームページをもとにKDDI総研作成） 

 

 
（脚注）  
各社のホームページでは、各種ケータイゲームのデモムービーやデモ画像を視聴する

ことができるので、是非一度覗いてみることを推奨する。 
・「GPANG」ホームページ：http://gpang.magicn.com/index.asp 
・「GXG」ホームページ：http://www.gxg.com/ 
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【コラム②】「G★（ジー・スター）2005」とSKTの「GXG」 

 「G★2005」とは、韓国情報通信部、韓国文化観光部の後援による韓国最大の国

際ゲームショウであり、日本の「東京ゲームショウ」に匹敵する規模の国際見本市

である。昨年は、11月10日～13日の4日間、ソウルに隣接する高陽市の韓国国際展

示場（KINTEX）において開催された。 

 「G★2005」は、NCSOFT（代表作「リネージュ」）、GRAVITY（代表作

「RAGNAROK」）といった韓国国内の大手ゲームメーカーや日本を含む海外のゲー

ムメーカーを中心に156社が参加し、4日間で合計約16万人の観客が来場する大規模

なものであった。 

【写真3】「G★2005」会場内の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           （KDDI総研撮影） 

 「G★2005」の会場は、ゲームメーカーの展示ブースが大多数を占めているが、

その中でも、SKTは、他のゲーム専業メーカーに引けを取らない展示規模で、ケー

タイゲームの「GXG」を前面に押し出して展示し、様々なパフォーマンスやケータ

イゲームのデモにより観客の注目を集めていた。 

【写真4】SKTの展示ブースの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 （KDDI総研撮影） 
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 SKTは、単に「GXG」の対応端末やゲームのデモ展示に終始するのではなく、日

常生活でのシチュエーションに合わせた「GXG」のデモ展示を行い、さりげなく

「GXG」の楽しみ方・使い方をユーザーに提案し、展示の工夫を凝らしていた。 

 【写真5】は、バスや電車などの公共交通機関内において、実際に「GXG」を使

用するシチュエーションを想定した「GXG」のデモコーナーである。 

【写真5】バス・電車内を模した「GXG」のデモコーナー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  （KDDI総研撮影） 

 執筆者コメント 

 韓国のケータイゲームは、端末の高機能化によりグラフィックの表現力が高まり、

これまでのケータイゲームと比較すれば、『3Dゲーム』の名のとおり、立体的かつリ

アルなゲームの仕上がりになっている。しかしながら、一ゲームユーザーの視点か

ら見ると、どうしても「PSP©」などのゲーム専用機と比較してしまいがちであり、

こうなるとゲーム専用機のゲームのクオリティーの高さに軍配を上げざるを得ない。 

 少々古いデータではあるが、韓国国内の報道によると、2005年6月時点での各社サ

ービスの累計加入件数は、「GPANG」が2万8,000件、「GXG」が14万1,000件となっ

ており（【図表4】）、ユーザー数はまだまだといったところである。今後、如何にし

てゲーム専用機との差別化を図り、ユーザーを獲得していき、データARPUの向上に

つなげていくのか、モバイルキャリアとしての腕の見せどころといったところであ

ろうか。 
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【図表4】各サービスのユーザー数、ダウンロード数、端末販売台数 （参考） 

サービス名（キャリア名） GPANG（KTF） GXG（SKT） 

累計加入件数 28,000件 141,000件 

ダウンロード数 27,000 75,000 

対応端末販売台数 72,000台 320,000台 
（図表注）累計加入件数、ダウンロード数は2005年6月現在、対応端末販売台数は2005年12月末現在 

（Telecom Koreaの報道資料などを参考にKDDI総研作成） 

 

 

【著者紹介】 

氏 名：齋藤 豪助（さいとう ごうすけ） 

所 属：KDDI総研 第2市場分析室 研究主査 

専 門：欧米・アジアを中心としたモバイル・ブロードバンド分野 

主な業務実績： 「著作権管理システムに関する調査研究」 

        「サーバホスティングに関する調査研究」 

        「地域情報化に関する調査研究」 

        「各国（韓国・米国など）の端末デバイスに関する調査研究」 

        「国内情報通信産業に関するマーケティング調査」 

        「各国IP-TVサービスの実加入調査」 

主 な 著 書：日本記号学会編「ケータイ研究の最前線」（共著）慶應義塾大学出版会、2005 

所 属 学 会：日本記号学会、情報通信学会、日本社会情報学会 

【コメント】 

本レポートに関わる詳細な調査をご希望の方は、追加調査を随時お受けいたしますので、ご相談く

ださい。 

Email：gosuke@kddi.com 

電話 ：03-6716-1156 

 出典・参考文献 

・GPANGホームページ（http://gpang.magicn.com/index.asp） 
・GXGホームページ（http://www.gxg.com/） 
・Telecom Korea（http://www.krtele.com）の記事（2006年2月9日） 
・KDDI韓国報告書 
・「Nokia、GAMEBOY ADVANCE型の新型携帯電話端末型で携帯電話とゲームの 
 融合を狙う」 KDDI総研R&A 2003年11月号（中村、齋藤） 
・「ゲーム機能付複合型ケータイ N-Gageの波紋」 KRIレポート 2004年6月1号（齋  
藤） 
・G★2005ホームページ（http://www.gstar.or.kr/） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


